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                                資料８－１－１ 

                 函館高専施設 

 

      
 

（出典 平成 24 年度学校要覧 51 頁） 
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 資料８－１－２ 

              創造工房・大講義室・視聴覚教室 

 

    
                        （出典 平成 22年度学校要覧 43頁） 
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                                 資料８－１－３ 

              電子顕微鏡室・Ｘ線室・語学演習室 

    

                       （出典 平成 22年度 学校要覧 42頁） 
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                                 資料８－１－４ 

                     実習工場 

 

   

 

（出典 平成 24 年度 学校要覧 38 頁） 
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資料８－１－５ 

平成2４年度共同利用施設利用状況 

 

1) 実習工場利用状況 

平成11 年度から24 年度までの実習工場の内容別利用状況を図1 に示す。年度毎，利用内容別使用時

間を棒グラフに，年度毎の利用回数を折れ線グラフに示している。研究用途，製作依頼の使用時間減に

より，前年度よりも使用時関数が若干減少している。図2 に用途別使用割合を示している。本年は，研

究用途の使用が最も多く36%，次いで授業割合が24%，製作依頼15%，となっている。平成24 年度の特徴

は，その他での使用が多かったことである。これは，受託試験（X 線評価），課外活動（FM いるか）

等での使用である。用途別で， "研究"での使用には，卒業研究による使用時間を含んでいる。また，"

製作品依頼"の中には，学外からの受託試験に要した時間を含んでいる。図３に月別利用時間を示して

いる。8 月の学校行事は体験学習会，10 月の学校行事は，高専祭（準備含む），学校見学会，これは

前年度同様利用時間が多くなっている。例年と異なるのは12 月の学校行事での使用であり，これは，

公開講座，出前授業の使用によるものである。また，例年同様，1 月に研究用途の利用時間数が大幅に

増加していることが伺える。 

 

※機械工学科の工作実習・創造演習，電気電子工学科創造デザインは，実時間を合算している。 
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                               （出典 総務課資料） 
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資料８－１－６ 

                   学生寮 

 

   

（出典 平成 24年度 学校要覧 41頁） 
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資料８－１－７ 

                  キャリア教育センター 

 

    

                       （出典 平成 24年度 学校要覧 39頁） 
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                                 資料８－１－８ 

地域共同テクノセンター 

 

    

                       （出典 平成 24年度 学校要覧 34頁） 
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資料８－１－９ 

                  福利施設 

    

                        （出典 平成 24 年度 学校要覧 43 頁） 

 

 

 

 



平成 25 年度 自己点検・評価報告書 第８章 資料編 

8－12 

資料８－１－１０ 

平成２２年度第２回安全衛生・災害対策委員会議事要旨 

 

メール審議日：平成２２年９月１３日（月）～９月１７日（金） 

メール審議者：岩熊校長，切明教授，中村教授，浦田教授，濵教授，祐延教授，木村教授，太刀川教授，

鹿野教授，藤原准教授，松代教授， 

福島教授，山田安全管理者，清野衛生管理者，小山事務部長，宮内総務課長（安全・衛

生管理担当者），小林学生課長，    高橋技術教育支援センター長 

 

〈議 題〉 

 「函館工業高等専門学校安全衛生・災害対策委員会規程の一部改正及び函館工業高等専門学校安全衛生・

災害対策委員会安全衛生部会要項の制定について」 

 

 このことについて，平成２２年９月６日（月）開催の運営委員会において基本的方向について審議了承

されたことを受け，第２回安全衛生・災害対策委員会を開催し，メール審議とした。 

 審議の結果，「函館工業高等専門学校安全衛生・災害対策委員会規程」の一部改正と「函館工業高等専

門学校安全衛生・災害対策委員会安全衛生部会要項」の制定について異議なく了承された。 

 

（出典 総務課資料） 
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資料８－１－１１ 

ヒヤリハット報告事例一覧（平成 21年度～24年度分） 

場 所 事   例 原   因 対   策 

卒研室 素足で椅子の脚を蹴飛ばした。    

  
床に転がっていたアクリルの小片を素足（靴下）で踏ん

だ。 
    

  床に置いてあったアクリル板につまずいた。    

  棚の本を大量に落としそうになった。     

  
本棚の高い位置にあるファイルを，椅子に上がって取ろ

うとして転倒しそうになった。 
   

  工具を机から落とした。     

  
しばらく使用していなかった固形燃料に着火したところ，

ボッと炎が広がり危険であった。 

ガス溜まりがあった様

である。 
  

  
学生の課外活動において，綿飴製造機の試作途中，溶

けた粗目が手にかかり，火傷の危険があった。 
    

  
工具を机から落としそうになったものを，手でつかんでし

まった。 
   

  棚から中身の詰まった A4ファイルが突然落下した。   保管状況をチェック。 

  
三次元ディジタイザ三脚の固定が不十分で，重さにたえ

きれずディジタイザが危うく落下するところであった。 
    

  

ファイルサーバーの日付がくるっており，本来の新しいフ

ァイルへ古いファイル（日付は新しい）を書き換えてしまっ

た。 

   

  
3次元ディジタイザの三脚を固定する際，傾斜しすぎ落

下しそうになった。 
  

使用前の確認を徹底

する。 

実験室 
パソコンのシャットダウンを忘れて，週末から週明けの間

スタンバイ状態のまま放置されていた。 
   

  
金属顕微鏡に装着したデジタルカメラの電源（AC/DCア

ダプター）が５日間 ONのままだった。 
    

  
窒素ガスボンベのレギュレターバルブは閉じていたが，

元栓が空いたまま３日間放置されていた。 
   

  

卒業研究論文完成・発表準備の追い込みで，実験室の

整理は後回しになった。卒業発表会後に学生が，自分

達が散らかした物の整理整頓を行っていた。 

    

  

クラブの用具を実験室で保管して必要な時に部員が取り

やすい場所に置いているが，その箱が実験室入口の通

路を少し狭くしていた時期があった。 

 
室内を整理し，安全

通路を確保。 

  
卒研生よりドアのガラス越しに廊下からの視線が気にな

るとの指摘があった。また，コマ付きの椅子ではデッキか
  

実験室内のレイアウト

変更について検討。 
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ら半地下階の床に転落する危険性がある。 

  

炉内に JPワイパー紙を敷いた状態で，90℃に温度設定

した電気炉が，実際には 200℃まで上昇して，中の JPワ

イパー紙が黒焦げになった。火はつかなかったが，紙の

焦げた臭いが電気炉の外に拡がった。 

    

  

工事のため全校舎が停電となるので，前日から実験室の

全ての電気機器の電源を切って通電時の事故に備え

た。しかし，工事終了後の通電時にマイクロスコープが起

動した。幸い早期に発見することができたが，機器によっ

ては停電後の通電で勝手に起動し始めるものがあること

を，実際に目にすることとなった。 

機器のコードをコンセ

ントから抜くのを忘れ

ていたことと，制御機

のシャットダウンはして

いたが裏にある主電

源のスイッチがOFF

になっていなかったた

め。 

  

  
実験中，各班に渡していた電子素子ケース内で，保管

中のボタン電池が破裂した。学生にケガはなかった。 

他の電子素子と一緒

に乱雑に保管してい

た為，ショートして破

裂したものと考えられ

る。 

学生には電池と電子

素子の分別保管を指

導。他のボタン電池

は絶縁テープで絶縁

し廃棄。 

  

アルミニウム板のアルカリ洗浄の最中，学生が水酸化ナ

トリウム水溶液をビーカーから溢れさせた。(※ドラフトチ

ャンバー内の作業であったため問題は無かった。） 

  
実験時には学生に必

ず注意喚起する。 

  
実験中，学生が使用しているパソコン 1台から異臭が発

生した。（H24.4.20） 

確認したところ，ハー

ドディスクの電源が原

因と判明した。 

交換により対応。 

実習工場 

ガソリンエンジンの分解・組み立て実習で，組み立て後

の試運転時に学生によるフライホイールの締め付けが甘

かったことにより，カバー内でフライホイールが外れ，変

圧コイルと接触して火花を生じた。フライホイールが外れ

たことにより異常な高速回転となったが，バルブの開閉が

高速回転についてゆけずすぐに停止した。 

フライホイールの締め

付けが甘かったこと

で，フライホイールが

外れ異常な高速回転

となりエンジン内部の

ピストンとクランクシャ

フトを連結しているコ

ネクティングロッドのボ

ルトが緩みガタを生じ

たため，コネクティング

ロッドが破損しエンジ

ンが停止した。 

今後は，締め付けの

重要部は指導側が再

確認するよう注意す

る。重大な事故につ

ながる回転部品の締

め付けに関しては，

指導者は緩みがない

かどうか再確認をす

る。また，エンジン始

動時には学生を安全

な距離まで退避させ

る。 

  
レーザー加工機の臭い（アクリルの溶けた臭い）が強く，

吐き気や頭痛が起きる場合がある。 
  

集塵フィルター（活性

炭ボックスを含む）の 

３～４ヶ月に一度の定
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期交換及び室外排気

が望ましい。 

  

門形スクリーン上部を左右１人ずつ持ち上げて１人が固

定する際に，持ち上げる人が落としそうになり固定する人

の指を挟みそうになった。 

チェーンがからみやす

い位置だったため，も

たついたことも原因の

一つである。 

「指づめ注意」の表示

やチェーンの位置の

移動を行う。 

  

５軸MCでの実習中，確認不足から工具補正値が変更さ

れていたことに気付かずに学生に加工させたため工具を

ぶつけてしまった。 

    

  

プロジェクタ用スクリーン架台を上方向へ伸ばす際，３人

で作業をしていたところ，架台柱の落下防止用治具で上

手く支持できなく，危うく指を潰すところであった。 

 
作業標準を周知する

必要がある。 

  

エンジンの分解・組立て実習で，分解前にエンジンを始

動させたところ，スイッチを OFFにしてもエンジンが停止

せず回転を続ける異常があった。そのため燃料コックを

OFFにしてエンジンをストップさせた。 

スイッチが短絡して故

障したためと思われ

る。 

新規スイッチ部品を

購入交換する。それ

までは，予備エンジン

の正常なスイッチと交

換して実習を行う。 

  
エアガンから配管のさびらしきモノが噴出している。前か

ら気にはなっていたが，今回再確認した。 
   

  

（７月・８月の実習中における工場内環境について）工場

内が非常に暑く，学生の集中力が散漫になる恐れがあ

る。 

    

  
学生がアクリルパイプを切削していた際に割れたのだ

が，このとき保護メガネをしていなかった。 
   

  
入口ドアのカギが閉まっていたが，工場内の窓，外への

扉が開いているまま無人であった。 
    

  
レーザー加工機の不調，テーブル上昇が止まらなくなっ

た。 
    

  
実習中，形削り盤から材料を外そうとした学生がバリで指

先を切ったため，保健室で治療してもらった。 
  

今後も同様の事例が

起こりうるので，実習

を行う前に必ず担当

の教員が注意喚起す

る。 

  
卒業研究でのラジアルボール盤使用時，帽子未着用で

毛髪が長く危険な状況があった。 
    

  

創造演習時，レーザー加工，エアを出さずに行ってい

た。火災の危険，レンズの破損の危険あり。再度確認す

る必要がある。 
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卒業研究で６軸マシニングセンタ使用準備中，バイスか

ら加工物（約 5ｋｇ程度の丸棒）がはずれて足元に落下。 
  

今後，機械使用時に

必ず指導教員が注意

喚起を行うようにす

る。 

  

６軸マシニングセンタから工具を外す際，動作時間遅れ

を知らずに手を離しかけ，あやうく落下するところであっ

た。 

  
使用者へ安全に対す

る周知を徹底する。 

  
クランプスタンドを万力から外す際，危うく落としそうにな

った。 
  

クランプスタンドの常

設設備が必要である

と思われるので，対策

を検討する。周知も徹

底する。 

  
実習中にプログラム運転で加工している途中，エア圧力

低下によるエラーが発生した。 
  

利用者へ注意喚起を

行う。 

  
〈３年生の「仕上げ」実習中（H23.4月）〉学生がドリルで指

を切った。 
  

学生への注意喚起を

徹底する。 

  塗装時に不調になる学生がいた。 
換気が不十分であっ

たため。 

塗装時には必ず喚起

を行うよう注意する。 

  
学生がラジアルボール盤（停止中）の後部に頭をぶつけ

そうになった。 

目線が下を向いてい

たためと思われる。 

わかりやすいよう，カ

ラーコーンを置くこと

で対処した。 

  
〈H23.5.23実習中〉5軸ＭＣでバイスにハンドルをつけた

まま起動。指導員がすぐに気が付き対処した。 
  

今後は実習を行う

際，学生への注意喚

起を徹底する。 

  

機械工作実習板金作業におけるステンレス薄板切断時

に，学生が金切り鋏の握り部で指を挟んだ。それにより

血豆となったが，軽傷であったため特別な処置はしてい

ない。（H23.5.30） 

  

器具を使用する際は

十分気を付けるよう注

意を促す。 

  

〈H23.7.5機械工作実習中〉アーク溶接作業時，学生の

皮手の中に火花が入り，軽い火傷を負う。すぐに水道流

水で患部を冷やす処置を取り作業復帰。 

  

作業時は十分気を付

けるよう，注意喚起を

徹底する。 

  
5軸ＭＣ暖機運転プログラムNo100を動作させるところ誤

って No10を動作させた。（H23.8.22） 
  

動作前の確認を徹底

する。 

  
5軸ＭＣ暖機運転中，エアホースが外れて機械に巻き込

まれそうになった。（同上） 
  

ホース仮止めにより対

処済。 

  
高専祭準備中のサンプル加工において誤作動，工具を

破損する寸前であった。（H23.10.12） 
プログラムミスによる。 

プログラム作成後の

初回動作時は，作動

させる前に必ず確認

をする。 
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飛んだ切粉が保護メガネの鼻の部分の隙間から内側に

侵入した。 
  

保護メガネの有無に

かかわらず，切粉の

飛ぶ方向に立たない

よう注意する。 

  
レーザー加工機の電源が入ったまま放置されていた。

（H23.11.19） 
  

使用者へ注意喚起を

徹底する。 

  

創造演習（H23.12.7），公開講座準備（H23.12.15）でレ

ーザー加工機を使用中，木材を切断する際に火が付き

材料を損傷した。 

  条件を再確認する。 

  

公開講座（H23.12.18）でのコンプレッサー使用時，ドレン

抜きバルブを解放したまま運転していた。（無負荷連続

運転の状態） 

  
使用責任者への説明

を徹底する。 

  

コンプレッサーが動作していない状態で，学生がマシニ

ングセンタを起動した際，工具クランプがはずれて工具

ホルダが落下し，工具破損。（H24.1.18） 

  

マシニングセンタ使用

の際，エアの確認を

徹底する。 

  

〈H24.2.3工作実習の溶接指導中〉板金ペン立てのスポ

ット溶接で大きな火花（スパッタ）が発生し，熱でペン立て

に大きな穴があいた。 

以下の2点が考えられ

る。 

１）溶接ホルダの芯ず

れ 

２）溶接ホルダに対し

て材料を少し斜めに

入れた 

溶接ホルダの芯ずれ

を調整して，学生に

はできるだけ材料を

水平にしながら溶接

するよう指導した。そ

の後問題は発生して

いない。 

  
旋盤使用後，乱雑な状況。足下に切り屑が多く散乱し危

険であった。（H24.3.24） 
  

使用後は即座に清掃

を行う。 

  
工作実習中，ハンドル飛ばしあり。床に落ち，幸い人や

物にはぶつかっていない。 
  

一層の注意喚起を行

うこと。また，インター

ロックの装着を検討す

る。 

  
（H24.5.7実習中）学生が旋盤設置部のシートにつまず

いた。 
 

実習実施前に安全確

認と学生への注意喚

起を徹底する。 

  
（H24.5.14実習中）旋盤のチャックに手をのせたまま起

動させた学生がいた。 
  

  
（H24.5.21実習中）学生が切粉で指を切り，出血した。

（保健室へ） 
 

  
（H24.5.21実習中）右手でチャックに触れたまま左手で

起動する事例があった。 
  

  

（H24.5.22実習中）落とした刃物（リーマ）を拾い上げると

きに油で滑った。その際刃先をつかんでいたため指先を

切った。 
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（H24.5.28実習中）学生が仕上げ台横でイスの脚につま

ずいた。 
  

  

（H24.5.24実習中）鋳物（卓上万力本体）に刻印を打刻

する作業で，指導職員が誤って金槌で指を叩き，刻印工

具が手を離れ学生の顔の方へ飛んだ（学生はよけた）。 

  

危険防止のため，作

業時は保護メガネを

着用する。作業前に

は注意喚起を徹底す

る。 

  
（H24.7.9実習中）学生が機械上の電球を触り，「熱

い！」 
  

実験実習前に，安全

確認と周囲の整理整

頓，学生への注意喚

起を徹底する。 
  

（H24.7.23実習中）通路にはみ出していた掃除機のホー

スで躓く 
  

  
（H24.8.6実習中）旋盤作業の実習中，機械から「ｶﾞｶﾞｶﾞ

…」と異常音 

機械の回転が止まら

ないうちに変速操作を

したことが原因だっ

た。 

実習前の操作説明や

実習中の注意喚起を

徹底する。 

  

レーザー加工機使用時，配管内エア残圧をコンプレッサ

ーが動いているものと勘違いしてスタートさせてしまっ

た。→圧力低下を確認したため，緊急停止。

（H24.10.24） 

 確認を徹底する。 

その他 台車で荷物を運搬中，スロープで荷が崩れた。     

  グラウンドで草刈り機使用時，石が顔面へ。   保護具を用意する。 

  
電気ポットに水がほとんど入っていない状態で加熱して

いた。 
    

 

（出典 総務課資料） 
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資料８－２－１ 

               学術情報教育センター 

 

   

                        （出典 平成 24年度 学校要覧 36頁） 
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資料８－２－２ 

学術情報センターの事務情報関連ウェブサイト 

 

 

●情報セキュリティ関連● 

 お知らせ ※すべて PDFファイルです。 

 2013.7.12   夏季休暇における情報セキュリティ対策について 

 2013.7.2   Windows XP等のサポート終了について 

 2013.5.17  ソーシャルメディアの利用に係る注意喚起について 

        添付ファイル（政府機関におけるソーシャルメディアの利用に係る情報 

セキュリティ対策等について（注意喚起） 

2012.11.5  【注意喚起】適切なソフトウェアの利用について 

2012.5.22  【KOALA･ザイトス】ファイルへのアクセス権設定に関する注意喚起につ

いて 

  2012.1.23  不正アクセス等に係る注意喚起について  

添付ファイル（不正アクセスに係る注意喚起及び届出について）、（サイ

バー攻撃に係る注意喚起及び届出について）、 

（不正アクセス一覧（H23.10月～12月）） 

  2011.10.31  【再周知】要保護情報の保護・管理の徹底について 

 
 

●IT 資産管理システム関連● 
 

・ソフトウェアのライセンス関連について 

  01＿記入要領（管理台帳）＿21年度版．pdf 

 （ライセンス管理を行うソフトウェアに関する事項や、ライセンス「有」基準とその管

理について記載されています。） 

 

・マイクロソフト包括OSライセンスのOSを使用する際の注意点について[PDF]（2012.3.16） 

 

・IT 資産管理プログラムのインストールについて[PDF]（2011.4.4） インストール手順

はこちら[PDF] 
 

 

●マイクロソフト包括ライセンスに係る OS および Office の利用について● 
 

・学内のパソコンで使用する場合 【Windows OS】 【Office】 

 

・学外の個人所有パソコンで使用する場合 

 

・MS包括における 「WindowsOS の アップグレード権及びダウングレード権」[PDF] 
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●ザイトス関連● 
 

ザイトス URL 

https://koala.kosen-k.go.jp/xythoswfs/webview/xythoslogin.action 

 ＊画面右下の「リンク」に、各種資料やマニュアルが掲載されています 
 

函館高専ユーザ ID一覧(20130709).xls 

上記ファイルへアクセスして、ご覧ください。 

 ＊パスワードは掲載しておりません 

  お問い合わせは、学術情報係山本（内線 6314，gajyo1@hakodate-ct.ac.jp）までお願

いします 

 

アクセス権の設定について 

 アクセス権の設定に関する注意喚起について 

  

 （要点） 

ファイルを共有するために、アクセス権のうち「登録ユーザ」、「パブリック」に権限を

与えると、高専機構の全教職員が検索可能な状態となります。 

URLチケットを作成してアクセス先を連絡するか、 

必要最低限のアクセス権を設定してファイルを共有してご利用ください。 

 

ファイルやフォルダのアクセス権を函館高専の全教職員や、業務担当別に設定する場合

には、ザイトスから検索して指定することができます 

 （方法） 

 （１）共有したいファイルまたはフォルダを右クリックし、「管理」から「アクセス権」

をクリックします 

 （２）「ユーザ/グループ追加」をクリックします 

 （３）「ユーザの検索」をクリックし、画面の ▽ ボタンをクリックすると詳細サーチ

画面が表示されます 

    キーワードボックスに 函館 と入力し、「検索」先から グループ を選び検索

します。 

    函館高専内の業務別グループが表示されますので、該当するグループを選び、 OK 

をクリックします 
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●情報セキュリティ関連規程など● ※すべて PDFファイルです。 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構情報セキュリティポリシー対策規則 

独立行政法人国立高等専門学校機構情報格付規則 

 独立行政法人国立高等専門学校機構ソフトウェア管理規則 

 高専統一パスワードポリシーについて 

 

函館工業高等専門学校情報セキュリティ組織体制に関する規程 

函館工業高等専門学校情報セキュリティ管理規程 

函館工業高等専門学校情報セキュリティ推進規程 

 函館工業高等専門学校情報セキュリティ教職員規程 

 函館工業高等専門学校情報セキュリティ利用者規程  

 函館工業高等専門学校ソフトウェア管理規程 

 

 情報システムユーザガイドライン 

ユーザガイドラインのポイント（教職員向け） ユーザガイドラインのポイント（学生

向け） 

 

 

●学術情報係のページへ戻る● 
  

 

（出典 函館工業高等専門学校ホームページ，学術情報関連ページ， 

http://10.150.16.30/~iw-shomu/toshok/jimujoho.htm） 
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資料８－２－３ 

函館工業高等専門学校情報セキュリティ管理規程（抜粋） 

 

平成２２年１１月１７日 

函高専達第９号 

函館工業高等専門学校情報セキュリティ管理規程（抜粋） 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構函館工業高等専門学校（以下（本校）という。）

における情報セキュリティ対策に関する全般的事項及び管理的事項を定めることにより，情報

セキュリティの維持向上に資することを目的とする。 

第２条 情報セキュリティ対策に関する専門的及び技術的な事項については，別に定める情報セキュリ

ティ推進規程によるものとする。 

（省略） 

 

（出典 函館工業高等専門学校ホームページ，学術情報関連ページ， 

http://10.150.16.30/~iw-shomu/toshok/jimujoho.htm） 
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資料８－２－４ 

                    図書館 

 

    

（出典 平成24年度 学校要覧 37頁） 
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資料８－２－５ 

年度別図書館利用状況 

年度 利用者 うち うち うち 一日平均 開館 うち うち うち 演習室 一日平均

総数 17:00- 20:00- 土曜日 利用者 日数 17:00- 20:00- 土曜日 利用者数 演習室

20:00 21:00 20:00 21:00 利用者数

2012 72,140 15,321 1,672 2,904 270 267 179 50 36 6,702 25

2011 65,890 12,664 260 2,259 253 260 179 44 36 6,528 25

2010 67,459 12,026 - 1,902 261 258 168 - 34 6,626 26

2009 57,861 7,227 - 1,441 228 254 165 - 32 6,024 24

2008 55,479 7,696 - 1,506 216 257 165 - 33 6,298 25

2007 51,799 8,639 - 1,166 208 249 166 - 27 6,191 25

2006 62,162 10,077 - 1,773 242 257 177 - 29 8,319 32

2005 63,144 11,490 - 2,338 241 262 196 - 31 8,046 31

2004 52,667 10,004 - 2,168 217 243 167 - 30 7,679 32

2003 46,957 8,479 - 1,659 196 239 161 - 29 6,653 28

2002 40,488 5,683 - 1,318 161 252 167 - 30 -           -           

2001 44,661 6,457 - 1,103 185 242 166 - 27 -           -           
※2011年12月19日より，試験的に開館時間を1時間延長

貸出 貸出

年度 総冊数 総人数 貸出 一日平均 貸出 一日平均 貸出 一日平均 貸出 一日平均

冊数 貸出冊数 人数 貸出人数 冊数 貸出冊数 人数 貸出人数

2012 4,461 2,303 825 3.1 334 1.3 3,244 12 1,750 7

2011 5,110 2,695 782 3.0 295 1.1 3,883 15 2,190 8

2010 4,957 2,735 474 1.8 277 1.1 4,079 16 2,272 9

2009 3,873 2,035 297 1.2 180 0.7 3,242 13 1,855 7

2008 4,443 2,261 590 2.3 243 0.9 3,594 14 1,890 7

2007 5,114 2,868 482 1.9 271 1.1 4,357 17 2,485 10

2006 5,692 3,192 572 2.2 298 1.2 4,821 19 2,770 11

2005 6,703 3,571 760 2.9 373 1.4 5,810 22 3,147 12

2004 6,304 3,552 742 3.1 375 1.5 5,458 22 3,123 13

2003 6,218 3,238 817 3.4 425 1.8 5,349 22 2,784 12

2002 6,814 3,792 803 3.2 426 1.7 5,906 23 3,301 13

2001 6,997 3,997 895 3.7 510 2.1 5,871 24 3,365 14

年度 利用者数 一日平均 貸出 一日平均 貸出 一日平均

利用者数 冊数 貸出冊数 人数 貸出人数

2012 216 0.8 392 1.5 219 0.8

2011 256 1.0 445 1.7 210 0.8

2010 246 1.0 404 1.6 186 0.7

2009 235 0.9 334 1.3 174 0.7

2008 211 0.8 259 1.0 128 0.5

2007 178 0.7 275 1.1 112 0.4

2006 244 0.9 299 1.2 124 0.5

2005 180 0.7 133 0.5 51 0.2

2004 107 0.4 104 0.4 54 0.2

2003 84 0.4 52 0.2 29 0.1

2002 156 0.6 105 0.4 65 0.3

2001 236 1.0 231 1.0 122 0.5

教職員 学生

学外者
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8,479
10,004 10,077

8,639 7,696 7,227

12,924
11,490

12,026 16,993

36,819 40,495 49,316 50,312 41,994 46,277 49,193 53,531
50,707

52,243

8,319

6,626
6,528

6,702

4,957
5,110

6653

7679
8,046

6,191 6,298

6,024

6,218

6,304

6,703

5,692

5,114

4,443

3,873

4,461

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

土曜日利用者数 17：00～20：00利用者数 17時までの利用者数 演習室利用者数 貸出総冊数

※2011年度・2012年度の17：00～20：00利用者には、
　 21時までの延長開館時に来館した利用者も含む

 

 

（出典 総務課資料） 

 

 

  

 

 


